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2014年 2月、パレスチナ自治区ナーブ
ルスのアン・ナジャーハ大学（以下、ナ
ジャーハ大学と記す）の図書館を訪ねた筆
者は、案内された書庫の前で、思わず絶句
してしまった。
しばしば受けるというイスラエル軍に

よる検閲のため、書庫はおそろしく雑然と
しており、整理すらされていなかった。こ
こに置かれているのは、イスラエル建国以
前のパレスチナで発行された書物が中心で
ある。アラブ／パレスチナ・ナショナリズ
ム研究や、20世紀前半のパレスチナ史研
究をおこなうには必要不可欠な資料ばかり
で、検閲対象となるのはそれが理由なのだ
が、整理されないまま放置されているとは
すなわち、これらの資料がまったく閲覧さ
れていないということを意味していた。
このとき筆者が探し出したのが、パレ

スチナのジャーナリズムの父と呼ばれるナ
ジーブ・ナッサールの最初の著作にして代
表作、『シオニズム』である。ナッサール自
身が立ち上げたパレスチナ初のアラビア語
紙、『アル・カルメル（以下、カルメル紙）』
の連載記事をまとめたもので、シオニズム
を扱った史上初のアラビア語書籍である。
シオニズム成立の歴史を簡単に解説し、土
地買収によってパレスチナを「浸食」する
シオニズムの危険性に警鐘を鳴らしてい
る。ナッサールの主張は、当時シオニスト
入植者に農地を買収された村の援助活動を
おこなっていた彼自身の実体験に基づいて
おり、「土地を守ること」の重要性を訴えて
いる点において、100年後の現在のパレス
チナ・イスラエル紛争を予見した書物とい
えよう。「パレスチナ人」という単語は登場
しないが、その後のアラブ／パレスチナ・
ナショナリズムの萌芽がここにみられる。
カルメル紙を創刊した 1908年から亡く

なる 1948年まで、ナッサールはジャーナ
リズムの第一線に立ち続け、膨大な量の記
事やエッセイ、書簡を残している。ところ
が彼の著作を読める場所は数えるほどしか
なく、著者本人についての研究もほとんど
進んでいない。『シオニズム』すら冒頭で
触れたナジャーハ大学で閲覧できるのみで
あり、当然デジタル化もなされていない。
カルメル紙を所蔵している図書館もごく一

部であり、保存状態はいずれも劣悪であ
る。唯一カルメル紙の完全なコレクション
を所蔵するパレスチナ側のベツレヘム大学
では、イスラエル製の機材の生産終了にと
もない、貴重なマイクロフィルムが閲覧で
きない状態に陥っている。
「パレスチナの現状が停滞している今だ
からこそ、アラブ・ナショナリズム研究は
基本に立ち返る必要があるが、残念ながら
関心が払われていない」と、ベツレヘム大
学のコスタンディ・ショウマリー教授は語
る。カルメル紙のコレクションを大英博物
館から入手し、膨大な執筆者・記事目録を
作成したのは彼であるが、その研究成果は
次の世代に生かされていない。ナッサール
が黙殺される理由としては、彼の宗教的マ
イノリティ（キリスト教徒）としての出自
や、実はレバノン中部出身で純粋なパレス
チナ人ではないこと（実際、彼は『シオニ
ズム』の中で「パレスチナ人」という単語
を使わない）、さらにはイギリス委任統治
時代にパレスチナ・ナショナリズムのシン
ボルとなったエルサレムの名望家たちと
は相容れぬ存在であったことが挙げられ
る。同僚であった妻が過激な反英活動家で
あったため、研究者はむしろ、彼女のほう
に注目してきた。シオニズムや植民地主義
と対抗するため、パレスチナの地場産業、
ことに農業を発展させるべきだというの
が、ナッサールの終生変わらぬ主張であっ
た。派手な演説で民衆を惹きつける指導者
を好むアラブ人にしてみれば、彼の活動は
地味であり、物足りなくうつるのは確かで
ある。しかしながら、彼の主張は今日の研

究者や現地で活動する NGO,さらには地元
の人びとの主張と合致し、ナッサールの活
動は今後のパレスチナ社会の指針となりう
る。また、ショウマリー教授の作成した執
筆者目録からは、ナッサールが地域を超越
したアラブ・ナショナリストの人脈を持っ
ていたことがうかがえる。筆者はまだナッ
サール研究の入り口に立ったばかりである
が、彼の著作をひもとけば、より広い視野
でのアラブ／パレスチナ・ナショナリズム
研究が可能となるであろう。
近年、パレスチナ自治区では過去の遺産

を次世代に継承させようという動きが顕著
であり、それは近年の博物館建設ラッシュ
にもあらわれている。しかしながら、地方
の有力者であるコレクション所有者の意向
を重んじるあまり、観光客など訪れるはず
もない僻地に豪華な施設を作ったり、オー
プニングセレモニーを派手におこないなが
らも中身は空っぽだったりと、眼高手低の
傾向が著しい。それらの原因はイスラエル
による占領にあり、占領が現地の人びとの
生活のみならず、パレスチナ研究にも悪影
響をおよぼしている。しかしながら、占領
という現状に屈しない研究こそが、今の
パレスチナには必要なのではなかろうか。
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占領に負けない研究

パレスチナ自治区のベツレヘム郊外にある私設
博物館。創設者の名を取って、「ムラード城」と
名付けられた博物館の展示は充実しているも
のの、アクセスが悪いため訪れる者は少ない
（2014年 8月 6日）。

イスラエル北部・ナザレの東方正教の受胎告知
教会。1948年、イスラエル建国直前に亡くなっ
たナッサールはこの近くにある東方正教の墓地
に眠っている（2014年 8月 26日）。


